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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・昇格試験についての案内がWIZ上にアップされている。対象者は、小嶋か総務に19日までに申し込むように。
・8月分の月報は9/2（金）中に提出するように。
・学術研究の進捗状況の報告を8/19（金）までに小嶋にするように。
・根地戸恵様のデイケア新規利用の指示箋を深澤Drにもらうように。8/18（木）から正式利用開始予定。
・8/24（水）から赤石陽介様がデイケア正式利用開始予定。食事をデイケアで頼むとのことでSWから情報提供がある。忘れずに注文するように。

・9/9（金）午前中に東北厚生局の適時調査がある。日々の記録に不備がないように留意すること。
・カンファレンスでの情報や指示が上手く伝わっていないことがある。①カンファレンス記録にきちんと情報を残すこと、②業務につく前にカンファレンス記録を毎日確認すること、③大事な情報はカンファレンスに参加した人が責任を持ってフロアに伝えること、以上の3点に気をつけるように。
・スタッフオフィス内の物が多く乱雑であるため、8月中に清掃すること。
＜グループホーム利用者様　情報交換＞
・繁名　和恵　様～先週、伴内科心臓血管クリニックを受診している。22日から24時間装着のホルタ―心電図を実施予定。普段通りの生活を送るようにという説明をデイケアでも行っているが、安静にしていたいと思われる言動があり、説明を聞き入れることが難しい様子が窺える。引き続き、普段通りの生活を送るように声を掛けていく。
・古舘　ヨリ　様～昨日、就床前薬を飲んでいないようであり、今朝、世話人が昨日の薬包を確認しようとすると、薬包を開け、薬を手のひらに乗せ、空の薬包のみを世話人に見せている。手のひらの薬を確認すると、誤魔化すような反応があり、＜薬は飲みましたか＞という問いに、目を背けて「わからない」と答え、ばつが悪そうな態度を見せている。訪問看護にも情報提供をしている。デイケアでは不調の訴えはない。薬の管理方法について、今後関係部署で検討をしていく。
　　　　　　　　　血糖に関しては、夜間グループホームの同居人からコーラを貰って飲んでおり、その後血糖を測ると300㎎/dL以上あったとのこと。夜間に血糖を測定すると測定器を壊す可能性があるため、朝に測定をするように世話人が何度か助言をしているが、行動に反映されていない。

・中村　茂　　様～8/17（水）、特定相談員によるモニタリングを実施予定。入浴方法の確認の件は、モニタリングの場で確認し、行なっていく予定。デイナイトケアでは、先週からデイケア利用者に飴をもらって食べていることがあり、物のやりとりを控えるように2度注意を受けている。
・田中　一　　様～本日、明日はデイナイトケアを盆のため欠席しており、明日五戸の墓参りに行って来る予定であることを報告している。
・下妻　康貴　様～車を購入したいと主治医に相談しており、主治医からは許可が出ている。車を欲しいと思ったきっかけは、冬の通勤が不便であることを挙げている。今後、世話人が維持費、保険等の金銭面の説明をしていく予定としている。
・村上　元道　様～世話人が自宅を訪問すると、出てこないことが多く、ドア越しでの会話が多い。グループホーム入居者でまとめて払っている新聞代を払いたくないと話していることや、未だに弟様の携帯電話料金を支払っている様子があり、世話人が金銭面で気にかかることがあるとのこと。ナイトケアは7月末からは欠席が続いているが、来所した際は、金銭面について確認していく。話した情報がスタッフ間に漏れていると気にする可能性があるため、情報を共有する際は留意が必要であると思われる。
・田名部　浩平様～6月から比較すると体重が5㎏増加している。8/11（木）にデイケアで行ったバーベキューでもバランス良く食べているとは言い難く、肉ばかりを食べている状況であった。実家に帰省しているため、食べ方に気をつけてもらえるように母様に電話をかけたが繋がらず、伝えることが出来ていない。

＜青明舎利用者様　情報交換＞
・高柳　和子　様～定期訪問の際は、テレビを観て過ごしている。盆前にデイケアに行けたことを報告しており、睡眠や食事もとれているとのこと。平京子様に青明舎のぶどう狩りに誘われており、迷っているとのこと。生活全般において困っていることはないと話している。
・我満　奈津紀様～定期訪問時は、部屋が片付いている。先週、体調不良にて鹿内内科を受診しており、気管支炎と貧血傾向と言われたことを報告している。胃に関しては、他の病院受診を勧められたとのこと。金銭面に関しては、携帯電話の支払いが5万円程あったが、なんとかやりくりしているとのこと。それ以外の情報として、知人から猫をもらってきて飼う予定であると話しており、市営住宅でペットを飼うことはできないことや、内緒で飼ったとしても飼えなくなった場合はどうするのか等の確認を青明舎スタッフからしている。
　　　　　　　　　8/13（土）の夜に実家に帰省している本人様から青明舎のオンコールに電話があり、「お父さんの大きな声を聞いて、娘が呼吸できなくなった」とのことで相談がある。その後夜間救急を受診し、漢方薬等の薬が処方になったとのこと。青南病院への1泊入院も考えたが、自宅に戻ってきて娘様が安定したとの報告がある。
・中居　美津子様～医事から情報提供があり、医療費の滞納が現在36070円あるとのこと。8月に入り、1度もお金を払っていないとのことで、ナイトケアでも声をかけていく。
・田中　一　　様～8/13（土）青明舎を利用している。難しい参考書とノートを広げ、「ひと儲けしたい」「特許を取りたい」と話しているが、すぐに問題を解くのをやめ、他利用者様やスタッフと話しをしている。本日も9：30～11：00に青明舎を利用している。

デイナイトケア
・奥山　以依子様～本日、机に伏せていることがあり、声を掛けても反応が無く、プログラムを欠席している。昨日、眠れなかった可能性が考えられることから、体調の変化に注意しながら声を掛け、睡眠状況について確認していく。

カンファレンスシート（番沢　政勝様）

実施日：H28年8月15日（月）13：30～14：00

担当チーム：馬場、石渡、戸賀沢
参加者：小嶋、石渡、工藤、馬場、白石、佐藤、金澤

検討内容　目標・計画の見直し

	氏名
	番沢　政勝様
	性別
	男
	年齢
	47
	生年月日
	S44年5月15日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	脂質異常症

	治療方針（医師の指示）
	・基本的生活習慣の修得　　　　　　　・病識を身につける

・身体機能の維持・向上　　　　　　　・社会資源の利用

・対人関係の改善

・作業能力・持続性の向上

	本人希望
	病状の安定、体調管理を行う。

	家族希望
	病状の安定、体調管理を行う。

	入院歴
	計　4回（最終：15年2月　～16年4月　）

	通所歴
	　2回目

· 前回：10年10月～11年11月

· 今回：16年7月1日～現在　　（週5回/月～金曜日）

	その他サービス利用
	青明舎

	住居：

グループホーム「あおめ」入所
	家族構成：

母と姉

母は施設入居中

	利用制度
	愛護手帳Ｂ
	障害者年金2級
	自立支援

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状の安定、体調管理を行う
	①食生活に気を付け、検査値を正常値に近づける。


	①食事や間食についてのこだわりがあり、分からない事をスタッフへ相談する。
	①本人の不安やこだわり（食事内容・間食内容・水分摂取量・体重）を和らげるために、スタッフから声を掛けて確認し密な関わりや面談を行っていく。

	
	②市街地へ一緒に出掛けれるような友人を作る。
	②相手に伝わるように内容を整理して話す。
	②時間を掛けて会話しないと本当に話したい内容にたどりつけないと話すため、時間を掛けて本人の思いを引き出していく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度80％）
	今後の対応

	①本人の不安やこだわり（食事内容・間食内容・水分摂取量・体重）を和らげるために、スタッフから声を掛けて確認し密な関わりや面談を行っていく。
	・焼き魚や緑黄色野菜を多めに摂取することを継続出来ている。
・カップ麺をポイントを使って複数個買い込むことがあると話している。

・金銭面を気にする発言が度々聞かれている。

・食品は「よこまち」、日用品は「サンデー」、煙草は「セプドール」と購入する店を決め、買い物をする日も決めている。
	昼食に関してバランスよく、摂取している様子見られるが、様々なことに対し、不安やこだわりは現在も聞かれている為、計画継続とする。

	②時間を掛けて会話しないと本当に話したい内容にたどりつけないと話すため、時間を掛けて本人の思いを引き出していく。
	・以前、担当医に話したいことを話せないことや、何を話せば良いか聞くことがあったが、最近はそのような訴えは聞かれない。こちらから、詳しく聞いていくと迷惑になる、忙しそうと考え、話したいことを話せていないことがある様子窺える。

・本人から話し掛けてくることは少なく、気分が乗らない時はスタッフからの話し掛けに対しても不機嫌そうに返答している。
・機嫌よく返答しても話の内容が変わっていき、本題に入るまでに時間が掛かることがある。
	声掛けすると、色々な話をしだし、話したいことに達するまで時間が掛かることがある。また、自分から話すよう促しても話さないことがある。難しい表現の言葉を使うと、本人が理解出来ない可能性がある為、わかりやすい表現や言葉を選び伝えるようにする。本人の表現や物の捉え方が、一般的なものとずれがあることもあるので、そのことに留意して接する必要がある。今後も本人の思いを引き出していく為に目標継続とする。また、短期目標や計画に合わせ、中期目標の内容を変更していくこととする。

	その他
	・以前風邪を引いた時に、舌が黒くなり、医師よりクエン酸不足が原因ではないかと言われたとのこと。現在舌の色は正常であり、上記症状はないとのこと。

・8月初旬に足が痛み、歩行が困難となることがあった。現在も痛みはあるが、当時に比べると良くなっていると話している。整形外科の受診を勧めるが相手によって拒否する理由が変わることがある。

・食事量を減らすと煙草の量も増やしたくなると話している。
	今後、グループホーム、デイケアで本人の気持ちを傾聴していき、双方で情報共有していくこととしている。
	

	


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状の安定、体調管理を行う
	①食生活に気を付け、検査値を正常値に近づける。


	①食事や間食についてのこだわりがあり、分からない事をスタッフへ相談する。
	①本人の不安やこだわり（食事内容・間食内容・水分摂取量・体重）を和らげるために、スタッフから声を掛けて確認し密な関わりや面談を行っていく。

	
	②自分の気持ちを正確に相手に伝えられる。
	②相手に伝わるように内容を整理して話す。
	②時間を掛けて会話しないと本当に話したい内容にたどりつけないと話すため、時間を掛けて本人の思いを引き出していく。


